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企業の社会的責任（CSR）の情報開示に関する研究
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　昨今、企業の情報開示は財務情報だけの開示ではなく、

非財務情報に関する企業の情報開示が一層重要視されてい

る。しかしながら、多くの企業はCSRに関する情報を開示しな

い、或いはCSR情報を開示するが、CSRの情報開示の行動を

形骸化し、不完全な開示内容と企業のイニシアティブの欠如

で開示したCSR情報の評価が低いなど問題がある。それとと

もに、学術研究においても、CSR情報開示の行動について

は、社会的責任を開示することは企業価値を損ない、発展を

妨げるという批判派と、CSRの情報開示の行動は企業価値

を高め、企業の成長を促すという擁護派の二つの声がある。 

　以上のように、CSRの情報開示に対する関心が高まってき

た一方、CSR情報の開示のインパクトには検討すべき問題が

ある。企業統治の観点から企業におけるCSR情報の開示と

利用の役割を解明することを目的とする。

研究内容

　企業は経済目的としての利益の追求だけではなく、社会

の一員として、人権の尊重や環境への配慮、地域社会への貢

献、適正な雇用と労働条件の設定、消費者に対する適切な

対応などを行わなければなりません。CSRには企業側にもた

らされるメリットとしては、企業価値・企業イメージの向上、

利害関係者との関係強化、従業員満足度の向上、コンプラ

イアンス違反の防止などにまとめます。 

●企業の交流会などにおいて、企業の不祥事の予防とかに

ついてご紹介したいと考えております。 

●企業が作成したCSR報告書、サステナビリティレポーティン

グなどについて、第三者として評価することも可能です。 

●コンプライアンス、リスク管理及びCSRなど、すべての企業

にとって重要な経営課題の取り組みをサポートすることも

可能です。
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